
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
人
冷
指
す
タ
ウ
が
ス
又
に
タ
ム
ガ
ツ
芯
い
ふ
欝
呼
に
就
て
　
　
第
四
號

ご
＝
ハ
　
（
五
四
四
）

支
那
人
を
指
す
タ
ウ
ガ
ス
又
は
タ
ム
ガ
ジ

ε
い
ふ
構
呼
に
就
い
て

文
學
博
士
　
桑
　
原

隅
　
　
藏

　
今
の
中
華
民
國
に
封
し
て
、
古
く
諸
外
幕
人
の
問
に
知

ら
れ
π
、
種
々
の
圃
號
が
あ
る
。
中
に
就
い
て
尤
も
普
通

な
國
號
は
シ
ナ
ε
カ
タ
イ
ご
で
あ
る
。
Ω
臣
蜀
（
Ω
養
）
又

は
Ω
旨
霧
ご
い
ふ
名
欝
は
、
古
く
印
度
の
文
献
に
見
え

て
居
る
が
、
そ
れ
が
果
し
て
今
の
中
華
魚
雷
を
指
す
か
は

頗
る
曖
味
で
、
學
者
の
中
に
も
之
を
否
定
す
る
者
が
砂
く

　
　
　
ラ

な
い
。
o
希
臓
入
の
記
録
で
は
、
西
暦
一
世
紀
の
後
孚
の

『
エ
ソ
ス
ラ
海
航
行
案
内
記
』
に
、
世
界
の
東
端
に
在
る
絹

の
産
地
を
日
露
誉
叉
は
咳
き
戸
鉱
ご
呼
び
、
西
暦
二
世
紀
の

津
○
す
ξ
の
地
理
書
に
、
世
界
の
東
端
に
在
る
國
を
ω
7

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

舜
囲
ご
呼
ん
で
居
る
。
¢
こ
の
↓
巨
舜
川
又
は
ω
汐
賦
が
、
今

の
中
華
民
國
若
く
ば
そ
の
一
部
を
指
す
こ
ご
に
就
い
て
は

何
等
の
疑
惑
を
容
れ
ぬ
。
さ
れ
ば
シ
ナ
ビ
い
ふ
辮
…
呼
は
、

後
く
も
西
暦
紀
元
前
後
か
ら
、
穿
く
諸
外
國
の
問
に
知
ら

れ
て
居
っ
た
に
相
蓮
な
い
Q
そ
れ
が
今
罠
に
至
っ
て
も
、

中
華
民
國
の
國
號
ビ
し
て
、
廣
く
世
界
的
に
使
用
さ
れ
て

居
る
。

　
さ
て
こ
の
シ
ナ
ε
い
ふ
國
號
の
蓮
源
に
就
い
て
は
、
H
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

9
爵
。
響
p
の
日
南
（
一
1
智
慧
）
説
G
H
9
8
ド
も
鼠
。
の
漢
．

　
　
　
　
　
ラ

（
1
1
雲
南
）
説
“
も
あ
る
が
、
ム
二
日
一
般
に
、
横
斜
の
宣
敏



師
寓
碧
伸
営
諸
9
三
臥
（
衛
匡
國
）
以
來
の
秦
説
が
有
力
で

學
界
の
一
隅
か
ら
、
例
へ
ば
伯
林
の
冒
8
σ
一
氏
や
、
市

俄
古
の
囲
零
丁
氏
等
か
ら
、
時
に
反
封
の
聲
を
聞
か
搬

　
　
　
　
　
　

で
も
な
い
が
¢
大
勢
馨
一
定
し
て
居
る
Q

　
判
型
イ
ご
い
ふ
総
呼
は
、
文
献
の
上
で
は
、
西
暦
十
三

世
紀
の
孚
頃
の
犀
磐
o
O
公
事
鼠
の
紀
行
の
罎
戴
p
、
又

は
ア
ル
メ
ニ
ア
の
ω
2
も
銭
の
書
信
の
Ω
μ
壁
蜀
を
初
見

ビ
す
る
Q
Φ
そ
の
他
等
図
三
§
“
O
㌶
蝿
2
9
3
剛
㎏
9
昏
属

官
、
若
干
鍵
形
し
た
稽
呼
も
使
用
さ
れ
て
居
る
。
今
日
で

も
露
西
亜
人
、
波
哲
人
、
希
臓
人
、
及
び
中
央
亜
細
亜
の

住
民
等
は
、
依
然
支
那
人
を
カ
タ
イ
ご
呼
ぶ
。
⑦
こ
の
ヵ

タ
イ
ε
い
ふ
繕
呼
は
、
契
丹
餐
捧
巴
ご
關
係
が
あ
っ
て
、

契
丹
入
が
久
し
く
北
支
那
の
一
部
を
占
害
し
た
か
ら
、
元

來
は
支
那
の
北
部
〔
の
住
民
〕
を
キ
タ
イ
叉
は
カ
タ
イ
ご
い

ひ
後
に
は
北
支
那
全
部
を
も
、
更
に
支
那
全
篇
を
も
指
す

こ
ご
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
解
騨
に
は
今
旦
學
界
に

黒
ハ
議
を
唱
へ
る
者
が
な
い
。
③

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究

支
那
人
為
指
す
タ
ウ
ガ
ス
叉
は
タ
ム
が
ジ
ビ
い
ふ
緬
…
呼
に
調
て

二

　
シ
ナ
こ
い
ふ
國
號
よ
り
後
く
れ
、
ヵ
タ
イ
ご
い
ふ
欝
呼

よ
り
前
に
、
西
暦
七
世
紀
よ
り
十
四
世
紀
に
か
け
て
、
約

入
百
年
の
問
、
北
塞
西
域
の
諸
堕
民
は
、
支
那
人
〔
又
は

支
那
〕
に
温
し
て
、
タ
ウ
ガ
ス
叉
は
タ
ム
ガ
ジ
ご
い
ふ
辮

呼
を
使
用
し
た
Q

　
タ
ウ
ガ
ス
円
磐
σ
q
霧
こ
い
ふ
名
望
は
、
初
め
て
西
暦
七

世
紀
の
初
期
の
東
羅
馬
の
円
7
8
喜
ミ
9
9
議
ω
同
讐
。
。
拶
叶
3

の
歴
史
に
見
え
て
居
る
。
膚
μ
8
喜
図
げ
9
霧
の
タ
ウ
ガ
ス
、

に
開
す
る
記
事
は
、
可
な
り
混
雑
を
極
め
、
且
つ
從
來
の

學
者
は
未
だ
十
分
に
こ
の
記
事
を
解
聾
し
て
居
ら
ぬ
標
に

思
ふ
。
吾
が
輩
は
こ
の
記
事
に
就
い
て
多
少
新
し
い
解
繹

を
有
っ
て
居
る
が
、
そ
の
駿
表
は
他
日
を
期
し
た
い
。
た

だ
目
さ
○
℃
ξ
宙
0
9
。
。
の
一
節
に
、

　
タ
ウ
ガ
ス
の
領
土
は
河
に
よ
っ
て
爾
分
さ
れ
て
居
る
。

　
こ
の
河
は
過
去
に
於
て
交
戦
中
の
二
大
國
の
境
界
線
を

　
　
　
　
　
　
　
第
四
鵜
　
　
三
七
（
五
四
五
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究

　
な
し
だ
。
こ
の
二
大
國
は
〔
そ
の
門
人
〕
の
着
衣
の
色
彩

　
に
よ
っ
て
彼
此
匿
溺
さ
れ
る
。
邸
ち
そ
の
一
は
黒
衣
を

　
着
け
、
他
の
一
は
赤
衣
を
着
く
。
吾
々
の
時
代
に
な
り

　
て
、
丁
度
マ
ウ
ヅ
ス
客
鴛
膏
。
皇
帝
が
束
羅
馬
に
君
臨
…

　
せ
ら
る
、
時
代
に
、
黒
衣
の
國
は
こ
の
河
を
越
え
て
赤

　
衣
の
國
を
攻
め
途
に
之
を
滅
ぼ
し
て
、
そ
の
手
に
〔
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ウ
ガ
ス
の
〕
領
土
を
統
一
し
た
。
⇔

ご
あ
る
。
こ
は
夙
に
窓
9
嘆
。
疹
の
注
意
せ
る
如
く
、
支

那
じ
於
け
る
南
北
爾
朝
封
立
の
事
實
を
傳
へ
た
も
の
で
、

境
界
線
の
河
ご
は
揚
子
江
の
こ
と
で
、
マ
ウ
リ
ス
の
時
代

（
西
暦
五
入
二
－
一
⊥
ハ
〇
二
）
に
、
帥
ち
西
暦
五
入
九
回
転

北
朝
の
階
が
揚
子
江
を
越
え
、
南
朝
の
陳
を
攻
め
滅
ぼ
し

て
、
天
下
を
統
一
し
た
こ
ご
を
述
べ
だ
も
の
に
相
遠
な

い
・
⑯

　
さ
れ
ざ
着
衣
の
色
彩
を
異
に
す
る
二
大
國
に
就
い
て
は

從
來
信
肥
す
べ
き
解
鐸
を
下
し
た
學
者
が
な
い
。
　
く
戸
蓉

は
嘗
て
こ
の
解
緯
に
指
を
染
め
た
が
、
殆
ざ
紹
介
す
る
に

支
諜
人
な
指
マ
雰
ウ
ガ
ス
叉
気
血
ム
ガ
ツ
ビ
い
ふ
穂
呼
に
就
て

　
　
　
　
　
　
第
凶
號
　
　
　
三
入
　
（
五
四
六
）

　
　
　
　
の

足
ら
澱
o
o
吾
が
輩
の
管
見
に
糠
る
ご
、
黒
衣
の
國
ご
は

北
朝
の
北
周
（
U
宇
丈
量
）
を
指
し
た
も
の
ビ
思
ふ
。
唐
の

杜
佑
の
『
真
子
自
懇
六
十
一
に
、
北
周
の
服
章
を
記
し
て
、

　
其
在
官
府
吏
言
書
Q
服
二
維
衣
裳
面

ご
あ
る
。
か
く
北
周
の
官
吏
は
皆
縞
（
1
1
黒
）
服
を
着
け
し

の
み
で
な
く
、
北
周
の
軍
人
も
紀
勢
黒
装
を
し
た
。
　
『
資

治
通
鑑
』
陳
紀
要
の
太
建
七
年
（
西
暦
五
七
五
）
の
條
に
、

北
齊
の
後
帯
高
緯
が
、
そ
の
西
隣
の
北
周
を
悪
み
、
人
を

し
て
黒
衣
を
着
け
て
全
周
の
兵
に
象
ら
し
め
、
帝
躬
か
ら

こ
の
假
設
の
寺
兵
ざ
豊
岡
し
て
戯
こ
な
し
た
こ
ご
が
記
し

て
あ
る
。
黒
衣
せ
し
め
π
の
は
、
北
周
の
軍
士
が
黒
装
を

常
例
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
同
書
同
窓
の
太
建
入
年
の

條
に
、

　
周
師
園
二
晋
陽
殉
四
合
如
二
黒
雲
弓

ご
あ
る
に
卜
し
て
、
元
初
の
胡
三
省
は
、

　
周
戎
衣
及
旗
幟
皆
黒
。
且
兵
学
。
故
如
二
黒
雲
⑩

ご
註
し
て
居
る
。
更
に
ヌ
同
書
陳
紀
七
の
昏
夢
九
年
（
西



麿
五
七
七
）
の
條
に
、
重
書
が
そ
の
部
將
を
し
て
、
周
軍

を
偵
察
せ
し
め
だ
時
、
群
烏
の
飛
起
す
る
を
見
て
、
周
軍

の
旗
幟
ご
誤
認
し
て
狼
狽
退
却
し
た
こ
ご
を
記
せ
る
に
、

胡
三
省
は
、

　
西
（
1
1
北
周
）
軍
旗
織
皆
黒
Q
齊
十
時
櫃
催
。
望
｝
見
習

　
飛
っ
以
爲
二
周
師
巳
至
幻

ご
註
し
て
居
る
。
唐
末
に
沙
陀
の
軍
兵
が
皆
黒
装
せ
し
故

時
人
が
之
を
鵬
軍
ご
重
し
た
の
こ
醤
比
す
べ
き
で
あ
ら
う

黒
は
北
界
の
國
色
な
る
こ
ご
、
『
階
書
』
の
五
行
志
そ
の
他

に
明
記
さ
れ
て
、
そ
の
事
例
頗
る
多
く
、
こ
の
上
一
々
引

讃
す
る
に
及
ば
濾
。

　
赤
衣
の
國
ご
は
南
朝
の
陳
を
指
し
た
も
の
ご
見
え
る
。

陳
人
は
一
般
に
赤
色
を
爾
ん
だ
。
『
通
典
』
懇
六
十
一
に
、
陳

の
章
章
を
記
し
て
、

　
皇
太
子
…
…
…
自
…
簗
天
意
之
後
㌔
則
朱
服
Q
諸
王
朝
服

　
朱
衣
縫
紗
抱
…
…
…
開
國
公
侯
伯
子
男
。
並
朝
服
紗
帯

　
衣
。

　
　
　
　
毒

　
　
　
策
七
巻
　
　
研
　
究

支
那
人
為
指
す
タ
ウ
ガ
ス
又
に
タ
ム
ガ
ジ
亡
い
ふ
穂
呼
に
就
て

こ
い
ひ
、
以
下
の
内
外
文
武
官
の
朝
服
は
、
大
抵
緯
色
若

く
は
朱
色
で
あ
っ
た
。
南
宋
の
程
大
昌
の
『
演
繁
露
』
窓
九

に
媛
る
ご
、
菅
に
陳
一
代
の
み
で
な
く
、
南
朝
を
通
じ
て

赤
色
を
侮
ん
だ
こ
ご
が
わ
か
お
。

　
西
暦
五
入
一
年
に
黒
衣
の
北
周
は
、
そ
の
外
戚
楊
氏
の

爲
に
國
を
墓
は
れ
、
楊
氏
の
建
て
た
階
が
北
周
に
代
っ
て

北
朝
の
主
ε
な
っ
た
G
北
朝
の
圭
入
こ
な
っ
て
八
年
後
の

西
暦
五
入
九
年
に
、
丁
度
束
羅
馬
皇
帝
マ
ウ
リ
ス
の
時
代

に
、
階
が
揚
子
江
を
渡
り
、
南
朝
の
陳
を
滅
ぼ
し
て
天
下

を
統
一
し
π
o
天
下
を
統
一
し
た
の
は
黒
衣
の
周
で
な
く

周
の
後
を
承
け
か
晴
で
あ
る
。
・
階
は
赤
叉
は
黄
を
圃
色
ざ

し
て
黒
双
を
爾
ば
灘
。
『
階
書
』
五
行
志
下
に
、

　
階
高
組
頭
灘
誤
脱
。
上
下
通
服
一
黄
衣
吻

ご
明
記
し
て
あ
る
◎
黒
衣
の
國
が
赤
衣
の
國
を
滅
ぼ
し
た

こ
い
ふ
。
8
冨
。
℃
ξ
冨
9
器
の
丁
丁
に
は
、
若
干
の
誤
謬

が
存
す
る
が
、
こ
の
誤
傳
の
所
由
は
、
上
來
の
記
蓮
に
よ

っ
て
賂
了
解
さ
れ
る
筈
と
思
ふ
。
以
上
が
吾
が
輩
の
新
解

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
九
　
（
五
四
七
）
　
．



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
究

　
　
　
　
　

繹
の
一
端
で
あ
る
。
こ
の
解
羅
の
當
否
は
兎
に
角
6
客
。

℃
）
、
㌶
9
蕊
傳
ふ
る
所
の
タ
ウ
ガ
ス
が
、
今
の
支
那
人
叉
は

支
那
を
指
す
こ
ご
に
慣
し
，
は
、
音
入
に
も
異
議
が
な
い
Q

　
西
暦
十
一
世
紀
の
初
牢
の
》
｝
1
露
≡
乱
か
ら
、
十
四
世

紀
當
初
の
》
び
。
画
配
号
に
至
る
ま
で
、
ア
ラ
ブ
人
の
地
理

書
に
は
、
支
那
人
に
噛
し
て
日
露
お
7
ε
、
h
o
匹
σ
q
㎞
邑
臼
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

H
屯
全
等
の
繕
呼
を
屡
使
用
し
て
居
る
。
¢
唐
時
代
の
西

暦
八
世
紀
の
宇
頃
の
突
蕨
碑
文
に
は
、
支
那
人
を
日
ぎ
這
α

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

（
↓
診
σ
q
勘
）
ε
い
ひ
¢
北
宋
時
代
の
西
暦
十
一
世
紀
の
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

頃
の
回
鵜
動
燃
典
に
は
、
支
那
人
を
目
9
・
℃
ρ
謀
こ
い
ひ
，

更
に
蒙
古
時
代
に
西
暦
十
三
世
紀
の
西
域
人
が
支
那
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

揖
し
て
桃
花
石
こ
い
ふ
o
o
此
等
の
魂
呼
は
す
べ
て
上
記

の
タ
ゥ
ガ
ス
ご
閣
係
が
あ
っ
て
、
同
…
の
語
源
に
由
來
す

る
も
の
こ
、
喪
亡
一
般
に
認
め
ら
れ
て
居
る
Q

三

支
郷
人
を
指
で
タ
ウ
ガ
ス
又
’
に
タ
ム
が
ツ
亡
い
ふ
爾
呼
に
就
て

タ
ウ
ガ
ス
又
は
タ
ム
ガ
ジ
等
の
辮
呼
が
、
支
那
入
〔
時

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
、
　
　
囚
0
　
（
五
四
入
）

に
は
支
那
〕
を
指
す
こ
ε
朋
臼
で
あ
る
け
れ
．
ざ
、
何
が
故

に
支
那
人
を
タ
ウ
ガ
ス
ご
呼
ぶ
鰍
、
蒋
π
タ
ウ
ガ
ス
ピ
は

元
來
何
を
意
図
す
る
か
の
解
答
に
号
し
て
は
、
諸
學
者
の

所
説
は
一
定
し
て
居
ら
ぬ
。
今
日
ま
で
に
螢
表
さ
れ
た
學

者
の
所
説
を
紹
介
す
る
ご
，
馨
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
U
o
Ω
三
㎎
δ
ω
　
は
タ
ク
ガ
ス
を
、
西
暦
五
世
紀
か

ら
六
世
紀
の
初
宇
に
か
け
て
北
支
那
を
占
領
し
だ
、
大
魏

　
（
“
拓
適
量
）
8
お
α
魚
の
叢
雨
ご
解
騨
す
る
。
Q

　
　
（
二
）
凌
。
［
μ
二
δ
右
図
は
タ
ウ
ガ
ス
を
ア
ラ
ブ
地
理
學
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

所
謂
日
餌
⑳
窓
σ
q
9
尊
に
關
係
あ
り
ビ
認
め
て
居
る
0
0

　
　
（
三
）
座
孟
劇
氏
は
タ
ウ
ガ
ス
を
唐
家
日
舞
σ
q
歯
㌶
の
音

　
　
　
　
　
　
　
の

課
と
解
録
す
る
。
α

　
　
（
四
）
我
が
白
鳥
博
士
は
タ
ウ
ガ
ス
を
拓
駿
8
p
。
円
↑
ぴ
舞
の

　
　
　
　
　
　
　
の

督
鐸
ご
認
め
だ
。
0
臼
鳥
博
士
に
後
く
る
、
こ
ε
、
正
に

　
一
年
に
し
て
、
寄
差
9
氏
は
白
鳥
博
士
ビ
全
然
同
一
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

拓
践
虐
延
く
し
）
ρ
官
日
9
ξ
縁
説
を
登
表
し
π
o
¢

　
　
さ
れ
ざ
此
等
の
諸
説
は
何
れ
も
姜
當
ピ
認
め
難
い
。
左

尋



＼

い
。
左
に
簡
軍
に
そ
の
人
払
を
指
摘
し
て
見
よ
う
。

　
（
一
）
白
鳥
博
士
は
嘗
て
　
U
o
O
三
σ
q
9
ω
の
大
豊
日
簿
『

αq

v
念
を
非
難
し
て
、

　
余
輩
は
U
o
σ
q
風
σ
q
琴
ω
氏
が
↓
塁
σ
q
霧
の
名
は
、
元
ご

　
托
（
拓
）
蹟
氏
を
指
し
』
も
の
な
り
と
な
す
説
に
は
、
全

　
然
同
意
を
表
す
る
も
の
な
れ
．
ε
も
日
磐
σ
q
霧
は
大
魏
の

　
冠
物
な
る
べ
し
ご
い
ふ
説
に
は
服
す
る
こ
ご
能
は
す
。

　
托
駿
氏
が
國
名
を
改
め
て
元
魏
ご
呼
び
し
こ
ご
は
、
正

　
史
に
明
文
め
れ
ご
も
、
誤
謬
が
嘗
て
大
魏
ご
聡
せ
し
を

　
聞
か
す
。
況
ん
や
ま
た
ω
ぎ
。
。
㌶
霞
の
所
謂
円
9
茜
霧

　
な
日
僧
び
鳴
α
日
9
諺
σ
q
譲
の
認
れ
る
も
の
な
れ
ば
、
大
魏

　
（
日
㍗
σ
q
～
蛋
）
ビ
日
騨
び
σ
q
総
圏
は
一
音
聲
の
上
よ
り
見
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
甚
し
き
逞
庭
あ
る
を
や
。
＠

協
評
し
て
居
る
Q
白
鳥
博
士
が
拓
蹟
部
の
正
し
き
國
號
は

元
魏
で
大
魏
で
な
い
こ
の
断
定
は
、
勿
論
事
宜
ご
串
さ

ね
ば
な
ら
諏
。
事
實
は
そ
の
反
樹
で
、
大
老
「
は
正
し
き
國
［

號
で
、
元
三
ご
か
北
魏
こ
か
後
魏
ご
か
拓
駿
魏
こ
か
は
、

　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究

支
那
人
存
指
す
タ
ウ
ガ
ス
又
は
タ
ム
ガ
ジ
ビ
い
ふ
穂
呼
に
就
て

便
宜
上
史
家
の
附
與
せ
し
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
汐
時
の
金
・

石
文
に
は
、
皆
大
魏
㎝
こ
な
っ
て
居
る
。
さ
、
れ
ご
自
鳥
砧
得
士

の
指
摘
せ
る
如
く
、
大
魏
同
磐
σ
q
器
説
に
は
、
著
韻
上
若

干
の
遠
里
を
免
れ
澱
ε
思
ふ
○
肩
回
合
9
国
難
は
臼
筈
ご
．

大
ε
は
よ
く
一
致
せ
す
、
㈲
僧
叉
は
岸
9
も
魏
ざ
よ
く
一
致

骸
諏
。
タ
ウ
ガ
ス
叉
は
タ
ム
ガ
ジ
の
語
尾
の
ω
蕊
（
噺
）
熟
を

如
何
に
舌
音
す
べ
き
鰍
○
更
に
潮
り
て
考
へ
ば
、
魏
の
國

勢
が
塞
外
西
域
に
張
り
し
事
業
を
認
め
て
も
、
大
回
こ
い

ふ
國
號
が
、
遠
く
代
表
的
に
青
く
使
用
さ
れ
た
こ
い
ふ
記

録
上
何
等
の
謹
書
が
な
い
Q
以
上
の
野
冊
が
b
o
Ω
鼠
呼

蓉
ω
説
の
弱
黙
ご
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
（
二
）
空
♀
豊
○
冷
嵩
の
所
説
は
今
日
で
は
事
々
し
く
批
評

す
る
に
足
ら
ぬ
。
ア
ラ
ブ
人
の
所
謂
↓
9
σ
q
舘
σ
q
震
（
“
同
＝
ギ

§
Σ
N
）
と
は
、
唐
時
代
の
突
厭
碑
文
に
見
ゆ
る
門
・
ρ
震
○
ギ

【
護
を
詑
つ
た
も
の
で
、
そ
の
日
8
§
○
這
N
ざ
は
大
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
於
て
九
姓
回
鵬
を
指
し
¢
從
っ
て
支
那
入
を
指
す
べ
き

タ
ウ
ガ
ス
ご
は
何
等
の
關
係
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
一
　
（
五
四
九
）



　
　
　
纂
七
巻
　
　
研
　
究

　
（
三
）
困
白
銑
ぴ
氏
の
書
家
6
露
弱
国
説
は
注
意
し
便
す
る

現
に
目
ρ
二
貯
氏
の
如
き
は
こ
の
説
に
賛
成
の
意
を
表
し

　
　
　
　
の

て
居
る
○
¢
吾
が
輩
も
こ
の
説
に
は
冒
頭
よ
り
不
賛
成
を

唱
へ
ぬ
。
自
鳥
博
士
は
嘗
て
こ
の
顛
置
H
氏
の
研
設
を
排

斥
し
て
、

　
8
9
ぴ
σ
q
愚
ビ
唐
家
円
舞
呼
嵐
9
こ
の
間
に
は
、
書
聲
に

　．

翌
ﾄ
既
に
差
異
あ
る
が
上
に
円
9
二
σ
q
霧
’
の
名
が
O
Q
ぎ
μ
♀

　
o
暮
3
に
知
ら
れ
π
る
は
階
代
に
あ
り
し
ご
思
は
る
、

　
が
故
に
、
之
を
以
て
唐
家
の
縛
説
ご
見
る
は
愈
々
非
な

り
・
鞠

支
郷
人
為
指
す
タ
ウ
ガ
ス
又
ば
タ
ム
ガ
ジ
ミ
い
ふ
構
呼
に
就
て

と
評
し
だ
。
8
菩
σ
q
黙
ε
墨
家
日
窪
σ
q
寿
賦
ε
の
吾
韻
の

異
同
に
嘉
す
る
白
鳥
博
士
の
説
明
は
、
可
な
う
不
十
分
の

憾
が
あ
る
が
、
姑
f
ぐ
猫
い
て
論
及
す
ま
い
。
虐
お
。
℃
ゴ
覧
㌣

o
貯
の
ω
言
δ
8
｛
3
の
年
代
を
根
糠
こ
し
て
、
6
診
σ
q
譲
（
8
㌣

M
・
誉
）
唐
家
説
を
排
斥
す
る
こ
ご
は
、
塗
圏
§
民
も
同
様

　
　
　
　
の

で
あ
る
っ
¢
併
し
後
に
論
ず
る
如
く
8
9
0
喜
）
魯
。
紳
蕊
の

年
代
を
岩
代
に
限
ら
キ
、
唐
初
ま
で
低
下
し
得
る
鹸
地
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
二
　
（
王
五
〇
）

）
こ
す
れ
ば
、
こ
の
反
封
説
は
表
面
ほ
ざ
有
力
で
な
い
鰍

ど
思
ふ
。

　
母
鳥
博
士
団
。
霞
9
民
の
反
甥
論
以
外
に
、
吾
が
輩
の

見
る
所
に
糠
る
ご
、
国
蓉
げ
氏
の
所
説
に
は
次
の
如
き
二

個
の
弱
黙
が
あ
る
。
第
一
に
は
唐
家
こ
い
ふ
名
聡
が
、
支

那
の
代
表
的
今
風
ご
し
て
、
潜
く
諸
外
國
民
の
間
に
使
用

さ
れ
た
實
置
上
の
徴
誰
が
霜
…
十
分
で
な
い
。
第
二
に
は

譲
警
氏
へ
自
認
せ
る
如
く
、
費
鰻
σ
q
ぎ
（
噺
）
同
磐
σ
q
衆
・
・
）
こ

い
ふ
語
尾
の
旨
又
は
。
。
に
關
す
る
説
明
が
十
分
で
な
い
。
¢

　
（
四
）
吾
が
輩
は
自
鳥
博
士
の
拓
蹟
日
磐
鵯
ω
説
に
樹
し

て
相
當
の
敬
意
を
表
す
る
。
℃
Φ
三
簿
氏
の
主
張
の
一
致
は

愈
こ
の
説
を
有
力
な
ら
し
む
る
威
が
あ
る
。
さ
れ
ざ
吾
が

輩
は
次
の
理
由
に
よ
っ
て
、
之
に
賛
同
す
る
こ
ご
を
蹄
躇

せ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。

　
（
a
）
北
朝
時
代
を
通
じ
て
、
後
難
の
國
威
が
最
も
北
塞

西
域
に
鑛
張
し
た
の
は
事
實
で
あ
る
が
、
そ
の
國
威
は
到

底
遠
く
漢
唐
に
及
ば
漁
。
そ
の
後
払
の
拓
蹟
ご
い
ふ
部
名
，



が
、
爾
く
代
表
的
に
諸
外
國
民
の
間
に
廣
く
使
用
さ
れ
た

で
あ
ら
う
鰍
。

　
（
b
）
軍
に
滋
理
上
の
み
で
な
く
、
粗
暴
上
に
就
い
て
も

後
輩
時
代
に
華
華
ご
い
ふ
部
名
が
、
爾
く
代
表
的
に
使
用

さ
れ
た
例
謹
が
見
當
ら
澱
。
砂
く
ご
も
拓
蹟
ご
い
ふ
名
欝

が
、
支
那
人
又
は
支
那
を
代
表
し
た
、
記
録
上
何
等
の
護

篠
が
な
い
。

　
（
c
）
後
魏
蒔
代
に
拓
殿
部
人
は
多
く
鮮
卑
ざ
い
ふ
禰
名

を
自
零
し
外
人
も
彼
等
を
鮮
卑
ご
呼
ん
で
居
っ
た
。
拓
駿

ε
い
ふ
繕
呼
は
、
自
他
こ
も
に
下
り
使
用
し
た
例
謹
が
見

當
ら
ぬ
楼
に
思
ふ
。
鮮
卑
は
慕
一
部
も
宇
文
部
、
拓
蹟
都

等
に
分
か
れ
て
居
る
が
、
慕
容
認
の
全
盛
時
代
で
も
、
拓

蹟
部
や
宇
文
部
の
全
盛
時
代
で
も
、
彼
等
は
一
般
に
鮮
卑

の
聡
呼
を
用
ひ
た
。
『
晋
書
』
聯
百
十
四
の
載
記
十
四
の
王

難
傳
及
び
蒜
融
傳
に
、
鮮
卑
竃
虜
ご
あ
る
野
卑
ご
は
、
薫

製
部
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
資
治
遮
鑑
』
晋
紀
二
十
六

の
太
元
五
年
（
西
暦
三
八
○
）
の
條
に
、
趙
整
が
時
事
を
調

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
究

支
那
人
た
詣
す
タ
ウ
ガ
ス
又
ば
タ
ム
ガ
ツ
定
い
ふ
稽
呼
に
就
て

せ
る
歌
を
載
せ
て
、
遠
徒
一
一
種
人
［
留
二
鮮
魚
一
ご
あ
る
に
、
“

胡
三
省
は
謂
下
徒
二
諸
氏
一
而
留
中
慕
容
上
也
ご
註
し
て
居
る
。

叉
同
書
晋
紀
二
十
七
の
太
元
九
年
の
條
に
、
前
秦
の
符
堅

が
業
容
部
の
離
叛
を
怒
わ
、
長
安
在
住
の
慕
容
部
人
を
熾

滅
し
た
事
實
を
記
し
て
、

　
城
内
鮮
卑
。
無
一
…
番
長
男
女
℃
皆
殺
レ
之
。

ご
あ
る
。
當
時
慕
容
部
を
指
し
て
鮮
卑
ご
爾
せ
し
こ
ご
疑

を
容
れ
ぬ
Q

　
北
爆
の
高
峰
高
歯
は
準
拓
郷
人
で
あ
る
。
『
北
逸
書
』
憲

一
の
紳
武
帝
紀
上
に
、
彼
が
久
し
く
北
邊
の
拓
蹟
部
落
の

間
に
生
長
し
て
、
そ
の
風
俗
に
戚
配
し
た
こ
ご
を
、
故
習
二

毛
俗
鴫
遽
同
二
鮮
卑
を
記
し
て
あ
る
。
『
資
治
通
鑑
』
の
梁

紀
十
三
の
大
同
三
年
（
西
暦
五
三
七
）
の
條
に
、
高
撒
が
號

令
に
拓
蹟
部
の
胡
語
を
使
用
す
る
こ
ご
を
記
し
て
、
〔
高
〕

激
號
二
令
富
士
幻
常
額
卑
語
ご
あ
る
。
北
齊
は
後
難
の
統
を

承
け
、
殊
に
準
拓
駿
人
の
高
氏
の
建
て
た
國
で
あ
る
か
ら

そ
の
懸
場
で
は
拓
駿
部
の
胡
語
を
使
用
し
π
。
當
時
勢
利

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
四
三
（
五
五
こ



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究

を
追
ふ
中
國
人
の
中
に
は
、
こ
の
魚
倉
を
練
習
し
て
立
身

の
楷
梯
こ
し
た
者
も
あ
っ
た
。
北
齊
の
顔
之
推
の
『
顔
氏

家
訓
』
憲
一
敢
子
第
二
に
、
こ
の
事
實
を
激
｛
一
腰
鮮
卑
語
一

ご
記
し
て
居
る
。
又
『
北
齊
書
』
前
廊
四
の
杜
弼
傳
に
、
北

齊
の
顯
異
義
洋
が
杜
弼
に
人
物
を
問
ふ
た
時
、
彼
は
鮮
卑

申早

n
．
客
O
急
須
ソ
用
二
中
國
入
一
ε
樹
へ
だ
。
継
門
燈
車
馬
㎝
客
ε

は
、
高
倉
を
中
心
こ
す
る
、
拓
軍
部
人
を
指
し
た
こ
ご
申

す
迄
も
な
い
。
是
に
由
っ
て
之
を
観
る
ご
、
當
時
拓
蹟
部

人
を
呼
ん
で
鮮
卑
ε
聡
せ
し
こ
と
を
承
認
せ
な
け
れ
ば
な

ら
漁
。
北
周
時
代
に
も
宇
文
部
の
胡
語
を
鮮
卑
語
ざ
幕
し

た
・
㈲

　
以
上
の
例
謹
を
綜
合
す
る
ご
、
儀
容
部
で
も
、
拓
蹟
部

で
も
、
宇
文
部
で
も
、
一
切
差
別
な
く
、
農
時
彼
等
に
翻

し
て
象
眼
こ
い
ふ
総
名
を
用
ひ
た
も
の
ご
推
断
さ
れ
る
。

果
し
て
こ
の
推
断
の
如
し
8
す
れ
ば
、
外
國
入
が
後
魏
を

呼
ん
で
拓
践
一
詳
し
く
い
へ
ば
、
拓
践
の
原
語
に
當
る

べ
き
円
菩
σ
Q
器
ー
ビ
珍
し
た
こ
い
ふ
假
定
の
根
櫨
は
頗

支
那
入
戸
指
丁
タ
ウ
ガ
ス
又
に
タ
ム
ガ
ジ
ぐ
」
い
ふ
蔽
…
呼
に
就
て

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
四
　
（
五
五
二
）

る
薄
溺
こ
な
る
を
免
れ
ぬ
ご
思
ふ
。

　
（
d
）
假
に
墨
蹟
こ
い
ふ
聡
呼
が
、
全
く
諸
外
國
入
の
周

に
使
用
さ
れ
た
こ
し
て
も
、
こ
の
拓
蹟
の
字
背
は
露
二
蔭
5

ご
よ
く
一
致
せ
ぬ
。
大
器
日
並
σ
q
霧
説
よ
り
、
宮
家
月
〔
丁

茜
霧
．
説
よ
り
、
拓
蹟
円
雲
σ
q
p
。
。
説
が
昔
韻
上
不
都
合
か

ご
思
ふ
Q
物
論
写
字
1
げ
暮
の
8
囚
一
ψ
8
は
円
騨
ヨ
σ
q
勢
い
同
ρ
、

σ
σ
q
籔
日
き
σ
q
霧
等
の
日
竃
（
〈
F
了
ε
○
（
〈
σ
q
∫
　
ε
〕

（
〈
ひ
ω
）
等
ご
一
致
ぜ
訟
こ
ご
明
臼
で
あ
る
。
臼
烏
博
士

は
、　

托
へ
目
蓋
）
蹟
二
字
の
古
音
は
、
前
に
謹
せ
し
が
如
く

　
日
巴
↑
げ
客
な
れ
ば
、
日
9
げ
σ
q
譲
　
ご
は
暑
聲
に
於
い
て
鞘

　
相
違
あ
れ
ざ
も
、
蒙
古
語
系
の
9
音
は
甚
だ
輕
く
し
て

　
ん
音
に
近
き
喉
暑
に
薦
す
る
が
故
に
、
肝
入
は
日
曽
σ
σ
q
鐵

　
の
名
を
日
9
び
ぎ
。
或
は
日
筈
識
ε
聞
き
取
り
し
な
る

　
べ
く
、
而
し
て
之
を
諜
す
る
に
托
蹟
同
衆
δ
占
馨
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
字
を
以
て
せ
る
な
ら
ん
。
0
7

ご
辮
明
さ
れ
て
居
る
。
さ
れ
ざ
8
震
σ
q
β
身
・
・
屯
蕊
騒
目
〔
τ



び
σ
q
鴛
等
の
實
例
よ
り
推
せ
ば
、
　
こ
の
名
総
に
於
て
9
の

吾
が
相
當
重
要
な
る
を
知
る
べ
く
、
早
筆
外
潜
入
が
皆
9

の
晋
を
傳
へ
居
る
に
．
濁
り
支
那
人
の
み
が
何
か
故
に
9

の
膏
を
傳
へ
す
に
、
臼
掌
。
げ
σ
q
器
を
雪
ぎ
＆
　
ε
聞
き
取
っ

た
で
あ
ら
う
鰍
。
假
に
支
那
人
が
肩
菩
σ
q
匁
を
8
9
げ
銀
ご

傳
へ
だ
こ
ε
を
承
認
し
て
も
、
何
か
故
に
彼
等
は
8
9
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

「
の
普
諜
に
、
裏
通
、
托
駿
、
託
践
の
字
面
中
を
使
用
し
た

で
あ
ら
う
歎
、
拓
、
托
、
託
は
何
れ
も
常
磁
で
、
日
巴
肉
の

暑
を
有
ち
¢
日
移
＆
め
円
9
の
著
謬
ご
し
て
は
、
甚
だ
姜

當
で
な
い
。
こ
の
二
三
の
疑
問
に
些
し
て
は
、
白
鳥
博
士

の
辮
明
も
何
等
の
効
力
が
な
い
。
兎
に
角
日
旨
e
又
は

8
切
0
6
を
ま
膏
ご
す
べ
き
タ
ム
ガ
ジ
又
は
タ
ブ
ガ
チ
ε
、

8
内
切
8
を
ま
習
こ
す
べ
き
営
門
こ
の
間
に
は
、
督
韻
上
一

致
し
難
き
乱
言
が
あ
る
。

四

此
の
如
く
過
去
に
畿
表
さ
れ
た
諸
學
説
に
は
、
何
れ
も

　
　
第
七
巻
　
　
研
究

支
那
人
を
指
す
タ
ウ
ガ
ス
叉
ほ
タ
ム
ガ
ジ
虐
い
ふ
稀
呼
に
就
て

若
干
の
短
資
溺
鮎
を
免
れ
澱
。
吾
が
輩
は
之
に
濁
し
て
新

に
唐
家
子
タ
ウ
ガ
ス
（
タ
ム
ガ
ジ
）
説
を
圭
齢
し
た
い
O
師

，
ち
タ
ウ
ガ
ス
叉
は
タ
ム
ガ
ジ
を
麿
家
子
の
著
諜
ご
し
て
、

も
ご
唐
時
代
の
支
那
人
を
指
し
た
繕
呼
ご
認
め
る
の
で
あ

る
。
左
に
そ
の
主
張
の
理
由
を
略
述
い
た
さ
う
。

　
（
一
）
支
那
歴
代
中
、
唐
の
國
威
は
尤
も
贋
く
四
方
に
張

っ
た
。
北
螢
雪
の
朱
残
の
『
渾
洲
可
談
』
懇
一
に
、

　
漢
差
響
行
二
於
西
北
℃
故
西
北
呼
二
審
國
一
爲
γ
漢
。
唐
威

　
今
行
二
於
東
南
℃
故
攣
夷
呼
二
審
國
蝋
爲
γ
唐
。
撫
寧
問
（
西

　
一
町
一
一
〇
ニ
ー
一
一
〇
ム
ハ
）
臣
仁
恩
言
。
邊
俗
指
二
・
甲

　
國
一
丁
二
漢
詩
℃
形
二
於
文
書
Q
乞
難
風
爲
レ
宋
、
…
…
…

　
詔
從
レ
之
。

ご
あ
る
に
煽
る
ご
、
唐
の
滅
亡
後
も
そ
の
國
號
は
久
し
く

諸
外
國
人
の
間
に
喧
傳
さ
れ
た
こ
ご
が
わ
か
る
。
た
い
『
薄

洲
可
談
』
の
文
面
で
は
、
唐
の
國
威
は
東
南
方
面
に
盛
に

し
て
、
西
北
方
面
に
振
は
ざ
り
し
如
く
解
せ
ら
る
、
も
、

之
は
．
勿
論
聞
違
で
、
唐
の
厳
威
は
一
番
西
北
方
面
に
登
展

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
五
　
（
五
五
三
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究

し
て
居
っ
た
。
唐
の
天
子
は
支
那
の
皇
帝
で
あ
る
ご
同
時

に
、
支
那
歴
代
に
先
例
の
な
い
、
塞
外
諸
族
、
西
域
諸
國

丑
ハ
同
の
大
君
主
こ
し
て
、
天
可
汗
こ
い
ふ
黒
鍵
を
有
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
の

一
事
實
に
糠
っ
て
も
G
容
易
に
こ
の
間
の
潰
息
を
了
解
す

る
こ
ご
が
出
來
る
。
高
宗
玄
宗
時
代
の
西
域
経
管
の
事
蹟

を
、
事
々
し
く
紹
介
す
る
に
及
ぶ
ま
い
Q
此
の
如
き
國
勢

強
大
な
る
唐
の
國
名
が
、
諸
外
災
民
の
間
に
喧
傳
さ
れ
、

途
に
支
那
の
代
表
的
國
號
ご
な
っ
た
こ
ご
は
極
め
て
自
然

ご
串
さ
ね
ば
な
ら
鍛
。

　
（
二
）
記
録
上
の
讃
擦
に
照
ら
し
て
も
、
新
蕉
『
唐
書
』
の

東
夷
傳
、
西
域
（
西
戎
）
傅
、
北
秋
傅
等
を
槍
閲
す
れ
ば
明

自
な
る
如
く
、
新
羅
人
、
靱
鵜
沼
、
突
族
人
、
導
爆
人
、

高
昌
人
等
、
は
何
れ
も
支
那
を
法
家
ご
繕
し
て
居
る
。
元

勲
競
顔
ご
は
唐
の
皇
室
を
意
翻
す
べ
き
で
あ
る
が
、
夏
に

敷
演
し
て
癒
の
皇
室
を
戴
け
る
支
那
を
も
晶
群
ご
回
し
た

そ
の
尤
も
明
確
な
る
隠
勢
二
三
を
畢
げ
る
ご
、
西
暦
九
世

紀
難
聴
の
我
が
弘
法
大
師
が
そ
の
『
性
霊
集
』
勲
爵
に
、
自

支
那
人
か
指
す
雰
ウ
ガ
ス
叉
ほ
タ
ム
ガ
ツ
ぜ
い
ふ
構
呼
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
第
四
一
號
　
　
　
　
四
六
　
　
（
五
五
四
）

家
製
作
の
筆
の
支
那
製
の
そ
れ
に
遜
色
な
き
こ
ご
を
述
べ

て
、

　
塞
海
自
家
。
存
外
看
新
作
者
℃
不
レ
減
二
麿
家
℃

ご
い
ひ
、
又
思
出
の
『
日
本
高
儒
傅
指
示
抄
』
に
、
弘
法
大

師
の
筆
蹟
の
見
事
な
る
、
支
那
本
工
に
て
も
、
之
に
匹
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

す
る
者
な
き
こ
ピ
を
繕
疑
し
て
唐
家
無
レ
並
ご
い
ひ
G
更
に

我
が
清
和
天
皇
の
貞
槻
十
六
年
（
西
暦
八
七
四
）
に
、
使
者

を
支
那
に
派
遣
し
て
、
香
藥
を
購
求
せ
し
め
た
時
の
記
事

に
、
唐
家
市
ご
香
藥
一
ご
あ
る
G
此
等
の
粋
家
は
全
然
支
那

ご
同
一
義
で
あ
る
。

　
南
宋
初
期
の
江
少
虞
の
『
皇
宋
類
苑
』
懇
七
十
七
に
、
『
倦

遊
録
』
を
引
い
て
、

　
太
宗
泊
萌
皇
檎
二
中
天
習
々
℃
取
二
籔
蕪
一
望
二
四
鎭
ゆ
以

　
至
二
城
郭
諸
彦
℃
皆
列
爲
二
毫
厘
℃
至
レ
今
廣
州
胡
人
呼
二

　
中
國
皿
爲
二
黒
家
ゆ
華
言
傭
二
唐
言
而

ε
明
記
し
て
あ
る
。
こ
の
『
倦
遊
銀
』
ご
ば
南
宋
の
晃
公
武

の
『
郡
齋
讃
書
志
』
懇
十
三
に
牧
め
て
あ
る
『
倦
游
雑
録
』
の

●



噂

こ
ご
で
、
元
豊
初
（
西
暦
一
〇
七
八
？
）
張
野
選
の
撰
す
る

所
ご
い
ふ
。
さ
れ
ば
唐
家
ご
い
ふ
幕
呼
は
、
支
那
の
代
表

的
國
號
ε
し
て
、
唐
北
宋
時
代
を
通
じ
て
、
廣
く
諸
外
回

人
間
に
使
用
さ
れ
た
事
實
は
極
め
て
明
瞭
で
、
毫
末
の
疑

惑
を
容
れ
澱
。
嚢
に
引
用
し
た
『
賢
愚
可
談
』
に
擦
る
ご
、

北
宋
末
の
崇
寧
以
後
、
支
那
政
府
は
諸
外
國
に
交
渉
し
て

中
合
を
唐
（
叉
は
唐
箕
）
ご
蒋
す
る
を
塵
し
て
、
宋
ざ
総
せ

し
め
た
と
あ
る
が
、
こ
の
支
那
政
府
の
計
書
は
難
壁
に
於

て
効
果
な
か
っ
た
も
の
こ
見
え
、
南
至
元
明
に
か
け
て
、

諸
外
國
人
は
依
然
支
那
を
指
し
て
唐
と
善
し
た
。
そ
の
例

謹
は
繁
く
し
て
一
々
歴
熾
す
る
は
堪
へ
ぬ
ゆ
之
を
要
す
る

に
唐
宋
時
代
に
か
け
て
、
諸
外
連
人
が
支
那
を
指
し
て
唐

画
ご
醸
し
た
ど
い
ふ
事
實
は
、
確
に
唐
家
子
切
開
讐
讐
a

（
日
磐
σ
q
霧
）
説
の
無
上
の
張
昧
ご
思
ふ
。

五

（
三
）
愚
答
支
那
人
は
自
他
と
も
に
好
ん
で
子
8
い
ふ
聡

　
第
七
巻
　
　
研
　
究

支
那
人
な
指
で
タ
ウ
ガ
ス
又
に
タ
ム
ガ
ジ
ピ
い
ふ
稻
呼
に
就
て

呼
を
用
ひ
る
。
例
へ
ば
輻
建
人
を
細
論
子
、
江
南
人
を
江

南
子
ご
呼
び
、
漢
の
皇
家
の
管
下
に
在
る
支
邦
人
を
漢
家

子
こ
も
一
又
は
馨
し
て
漢
子
ご
も
い
ふ
。
こ
の
漢
家
子
又
は

辛
子
ビ
い
ふ
認
定
は
、
漢
時
代
は
勿
論
、
漢
の
滅
亡
後
も

漢
ε
い
ふ
國
號
ε
遊
事
、
依
然
内
外
に
慣
用
さ
れ
た
。
西

晋
の
石
崇
の
王
明
（
H
昭
）
君
僻
に
、
我
本
漢
家
子
。
將
γ

適
二
甲
子
庭
…
（
『
交
々
』
巻
廿
七
）
ご
い
ひ
、
北
齊
の
文
宣
帝

高
洋
が
、
そ
の
太
子
の
股
の
性
質
文
弱
に
し
て
、
支
那
人

の
如
き
を
遮
り
て
、
太
子
得
二
漢
家
〔
子
〕
性
質
℃
不
レ
似
レ
我

（『

k
齊
書
』
憲
五
）
ご
い
ひ
、
又
同
様
が
支
那
人
の
魏
燈
を

罵
っ
て
、
何
物
漢
子
（
『
北
齊
書
』
懇
廿
三
）
こ
い
へ
る
な
ざ

皆
そ
の
例
謹
に
供
す
る
こ
ご
が
出
島
る
。

　
同
機
の
事
情
に
よ
っ
て
、
唐
時
代
の
支
那
人
は
自
か
ら

唐
家
子
又
は
唐
子
ご
熱
し
、
當
時
の
諸
外
國
人
も
こ
の
幕

呼
を
慣
用
し
π
こ
ご
想
像
に
難
く
な
い
。
不
幸
に
し
て
吾

が
輩
は
、
未
だ
唐
家
㎝
子
ε
い
ふ
懲
…
呼
が
、
當
時
の
内
外
人

に
使
用
さ
れ
た
文
献
上
の
謹
篠
を
螢
了
し
得
海
け
れ
ご
、

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
弱
七
（
五
五
五
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究

既
に
支
那
に
古
し
て
唐
墨
の
辮
呼
を
慣
用
す
る
彼
等
諸
外

國
人
は
、
二
塁
に
支
那
人
に
野
し
て
麿
家
子
の
霧
呼
を
使

用
す
べ
き
は
、
自
朋
の
萢
理
ご
し
て
承
認
す
べ
き
で
あ
ら

う
。
唐
の
滅
亡
後
も
、
唐
家
子
こ
い
ふ
繕
呼
は
麿
家
ε
同

襟
に
、
依
然
諸
外
國
人
聞
に
慣
用
さ
れ
た
こ
ご
は
、
殆
ご

疑
を
要
れ
ぬ
ご
思
ふ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
（
四
）
唐
家
子
の
古
音
は
日
窪
α
q
L
＾
声
み
臨
で
Q
臼
9
ヨ
陰
a

又
は
臼
筈
撃
α
ε
よ
く
一
致
す
る
。
蒙
右
時
代
の
外
二
人

は
或
は
揚
州
く
磐
σ
q
I
a
信
を
童
貞
】
N
賦
叉
は
｝
p
ヨ
ω
鉱
ご

覚
し
π
。
鋤
又
唐
時
代
の
諸
外
心
人
は
、
國
都
の
長
安
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

H
9
毒
α
磐
ε
も
囚
穿
σ
二
一
ρ
ご
も
養
し
た
。
G
揚
ぎ
お

が
蒼
某
｝
．
婁
）
に
縛
す
る
ご
同
機
に
、
唐
8
磐
σ
q
が
藍
屋

に
麟
W
じ
…
得
べ
く
囚
ず
醒
言
が
囚
窪
ず
に
輕
…
す
る
ご
同
樺
㎜
に

8
鍛
昌
が
弓
筈
ご
薯
じ
得
る
筈
で
あ
る
。
家
図
寅
が
囚
ρ

又
は
σ
q
欝
の
暑
を
代
表
す
る
は
普
通
の
こ
ご
に
で
G
現
に

南
宋
の
三
論
冠
の
『
諸
書
志
』
に
は
、
瓜
睡
島
の
北
岸
に
在

る
H
、
簿
巴
9
ρ
σ
q
碧
の
音
諜
に
、
蒲
家
龍
の
三
字
を
當
て
、

支
那
人
な
指
す
タ
ウ
ガ
ス
又
ぼ
タ
ム
ガ
ツ
亡
い
ふ
稽
呼
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
入
　
（
五
五
六
）

　
　
　
　

居
る
。
隅
隅
ち
溶
p
の
書
に
家
の
字
を
擬
し
た
課
で
あ
る

子
日
・
。
轡
ご
同
窓
な
る
資
、
紫
の
字
が
＆
（
“
）
叉
は
琶
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
膏
を
代
表
す
る
例
か
ら
推
す
ε
¢
子
の
字
暦
ご
　
＆
（
〕
）

叉
は
琶
芸
α
）
の
暑
ご
、
頗
る
類
似
せ
る
も
の
ビ
認
め
ね

ば
な
ら
澱
。
以
上
論
せ
し
所
を
綜
合
す
る
ε
、
唐
家
子

日
程
σ
q
寿
㌶
み
ω
一
の
昔
は
、
最
も
よ
く
↓
9
ヨ
σ
q
ザ
a
又
は
8
筈

σq

竄
ｲ
一
致
す
る
ご
い
ふ
に
早
着
す
る
。

　
次
に
日
震
σ
q
霧
の
構
呼
に
就
い
て
考
察
す
る
に
、
龍

ピ
9
磧
の
字
昔
は
唐
時
代
の
ト
ル
コ
人
の
間
に
ピ
寓
又
は

　
　
　
　
　
　
　
ラ

H
」
ご
傳
へ
ら
れ
、
③
蒙
古
人
は
龍
の
字
昔
を
ピ
o
O
日
本

入
は
肉
貯
又
は
因
団
○
ご
傳
へ
、
マ
ハ
ァ
ラ
ブ
人
は
龍
編
ざ

い
ふ
地
名
を
ピ
。
戸
野
禽
ふ
る
事
臨
よ
り
推
薯
、

唐
6
磐
σ
q
角
欝
導
）
の
字
暑
が
、
外
若
人
の
間
に
日
翌
ご
縛

誰
さ
る
、
の
は
、
音
韻
上
有
り
勝
の
こ
ざ
、
認
む
べ
き
で

あ
ら
う
。
現
に
日
本
入
．
は
唐
の
字
音
を
6
璽
　
ご
傳
へ
、

ア
ラ
ブ
地
理
墨
・
者
は
月
拶
ヨ
晩
げ
a
又
は
日
0
2
σ
q
7
巴
を
一
或
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

目
2
σ
q
夢
精
（
月
。
⇒
σ
q
露
（
ご
）
に
作
っ
て
居
も
。
難
子
日
・
。
凶
の
字

・



普
も
・
。
又
は
臨
に
虚
説
し
易
い
。
尉
元
史
』
に
波
斯
の
ω
げ
『

♂
こ
い
ふ
地
名
に
設
刺
子
の
字
を
當
て
、
あ
る
o
Q
朝
鮮

の
五
加
耶
の
一
な
る
比
紫
黒
を
眞
興
王
碑
に
比
子
伐
に
作

　
ゆり

q
我
が
國
に
傳
へ
た
る
子
の
様
癌
の
臨
な
る
こ
ご
も

亦
墾
考
に
資
す
べ
し
ご
思
ふ
。
か
く
て
唐
家
子
ご
日
9
戸
峰

霧
ざ
の
音
韻
上
の
轄
誼
が
、
比
較
的
容
易
ε
な
る
筈
で

あ
る
。

　
要
す
る
に
唐
家
子
日
翌
翌
ω
（
三
巴
σ
Q
ゴ
3
，
）
説
は
、
從
來

の
大
虚
同
書
σ
q
霧
説
、
唐
家
日
舞
験
器
説
、
拓
照
日
磐
σ
q
霧

説
等
に
比
し
て
。
普
韻
上
尤
も
無
難
な
る
事
實
は
、
誰
入

ピ
錐
ざ
も
承
一
認
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
五
）
唐
家
子
堅
磐
σ
q
器
（
日
ρ
ヨ
讐
ε
）
説
に
ざ
り
て
、
唯

一
の
故
障
ご
見
る
べ
き
は
、
初
め
て
8
雲
⑳
霧
こ
い
ふ
稽

呼
を
記
録
に
傳
へ
た
目
δ
o
℃
ξ
ド
9
蕊
ω
貯
○
。
舞
欝
の
時

代
で
あ
る
。
彼
の
同
碧
④
霧
に
開
す
る
記
事
の
」
飾
に
、

我
々
の
時
代
帥
ち
マ
ウ
リ
ス
皇
帝
の
時
代
（
西
暦
五
入
二

一
⊥
ハ
○
二
）
1
＜
O
諺
昌
O
欝
。
8
0
學
5
。
・
9
一
ω
H
、
Φ
き
や
興
？

　
　
　
右
翼
巷
　
　
研
　
究

支
替
人
存
指
す
タ
ウ
ガ
ス
又
ば
タ
ム
ガ
ジ
亡
い
ふ
術
呼
に
就
て

導
奪
ρ
門
三
8
一
ご
明
記
し
て
あ
る
に
捺
る
ご
“
こ
の
記

事
は
或
は
階
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
白
鳥
搏

士
や
頴
霞
9
氏
は
之
を
根
糠
ご
し
て
鵠
韓
び
民
の
唐
家
∵

日
碧
⑩
ρ
ω
説
を
排
斥
し
て
居
る
。
若
し
こ
の
反
駁
を
正
當
こ

す
る
ご
、
自
然
吾
が
輩
の
唐
家
子
日
磐
憩
ω
説
も
亦
成
立

し
桧
、
o

　
重
し

　
さ
れ
ご
門
7
8
℃
プ
覧
碧
窪
ω
の
記
鎌
の
正
し
き
年
代
は
、

容
易
に
確
定
す
る
こ
ε
が
出
來
澱
。
彼
の
記
録
の
中
に
は

西
麿
六
二
八
年
に
起
つ
た
波
斯
王
Ω
δ
ω
δ
2
H
｛
の
死
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

の
こ
ご
を
載
せ
て
あ
る
。
鳥
少
く
ご
も
彼
は
西
暦
六
三
〇

年
の
頃
ま
で
生
存
し
た
。
q
否
そ
の
以
後
ま
で
生
存
し
た

　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

か
も
知
れ
ぬ
。
鼠
∩
○
巴
α
ω
氏
は
彼
の
年
代
を
輩
に
西
暦

七
世
紀
の
前
牢
ご
指
定
し
て
居
る
o
Q
若
し
彼
が
西
暦
六

三
〇
年
、
若
く
ば
そ
の
以
後
ま
で
生
存
し
、
晩
年
ま
で
著

作
を
織
聾
し
、
若
く
は
増
補
に
從
事
し
た
も
の
こ
す
る
ぜ

一
此
等
の
事
實
を
否
定
す
べ
き
何
等
の
籏
極
的
謹
擦
が

な
い
筈
で
み
る
一
二
が
輩
の
唐
家
子
8
鎚
σ
q
ρ
。
。
説
の
唯

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
九
　
（
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五
七
）
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七
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研
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一
の
叡
障
も
、
蝕
程
右
文
さ
れ
て
家
る
。

『
資
治
霊
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』
唐
紀
三
に
糠
る
ε
高
速
の
武
徳
二
年
（
西
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
か

六
一
九
）
に
、
葱
嶺
以
東
の
諸
國
は
皆
唐
に
朝
貢
し
て
居
る

か
ら
、
唐
薯
こ
い
ふ
聡
呼
は
後
く
も
こ
の
頃
か
ら
廣
く
西

域
に
立
つ
だ
に
相
蓮
な
い
、
『
唐
墨
要
』
懇
九
＋
九
に
擦
る

ピ
、
太
宗
の
貞
槻
三
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（
西
暦
六
二
九
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に
は
、
四
方
の
諸

國
の
唐
に
朝
貢
す
る
も
の
愈
多
く
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此
等
朝
貢
せ
る
萬
國

の
使
人
の
、
千
朕
萬
態
な
る
誰
異
な
る
服
装
を
参
し
、
王

會
圖
を
作
っ
て
後
世
に
傳
へ
た
程
で
あ
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そ
の
璽
貞
槻

四
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（
西
暦
六
三
〇
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一
一
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滅
ぼ
し
て
、
塞

外
諸
種
族
よ
b
天
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奪
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受
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ば
後
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も
こ
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唐
の
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印
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波
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、
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馬
の
端
ま
で
聞
え
月
ぎ
属
望
碧
貯
ω
が
唐
家
子
の
名
を
日
㍗

虹
σ
q
p
ω
ご
設
り
傳
へ
だ
リ
ビ
解
嘱
し
て
何
等
不
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下
な
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か
ご
思
ふ
。
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憾
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新
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分
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ご
可
能
性
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襲
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。
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に
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け
る
新
宗
派
分
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の
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．
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で
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は
問
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